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病虫害は少ない。花殻をいつまでも付け

ていると美観を損なうので早めに切り戻

して取り除く。 

花後早めに切り戻す。葉のついている２

～３節を残す程度にすると維持しやすい。

夏過ぎには花芽が形成される品種が多い

ので遅れると翌年の花付が悪くなる。 

花後に切り詰めると維持管理しやすい。

混んだ枝、古枝なども整理し翌年に備え

たい。多肥の必要はないが乾燥を嫌うた

め灌水し湿度を保つと良く育つ。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

日本原産といわれ、ヨーロッパからアメリカへ

と渡り、品種改良されてハイドランジア名で里

帰り。 

Memo 

花弁に見えるのは周辺の装飾花。本来の花は中

心にある小さな花。装飾花は、花粉を媒介する

昆虫に花の存在をアピールする看板の役を担う。

在来種のヤマアジサイ、エゾアジサイから数々

の園芸品種がつくられた。明るい日陰を好み、

寒さや潮風に強いが、土壌の乾燥を嫌う。 

生長：やや速い 特 記 

アジサイ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／低木／木本植物／在来種 

ガクアジサイ類   
   [ 萼紫陽花 ]  

アカタテハ・ベニシジミ 

https://5honnoki.jp/sp/detail/butterfly/id/20

